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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

は
、平
成
24
年
８
月
に
で
き
た「
子

ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
」
に
基

づ
く
制
度
で
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
三
つ
で
す
。

　

新
制
度
で
は
、
国
が
定
め
た
こ

れ
ら
の
目
的
を
果
た
す
た
め
市
が

主
体
と
な
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

見
合
っ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
作
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
25
年

10
月
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
、
子
育
て
支
援
の
施
策

な
ど
に
つ
い
て
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
ま
し
た
。
ま
た
同
年
11
月
に

は
、
実
際
に
子
育
て
し
て
い
る
人

の
生
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
０
〜
10
歳
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
に
対
し
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　　　

本
市
子
育
て
の
現
状
分
析
と

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、

次
の
５
項
目
を
課
題
と
し
て
洗
い

出
し
ま
し
た
。

就
学
前
の
80
㌫
を
超
え
る
児
童

が
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
を
利

用
。
保
育
所
で
は
慢
性
的
に
待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
る
一
方
、
幼

稚
園
で
は
入
園
者
が
定
員
に
満
た

な
い
状
況
で
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
雇
用
形
態
が
多
様
化
す
る

中
、
現
状
に
合
っ
た
施
設
の
整
備

や
体
制
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

母
親
の
就
労
状
況
を
み
る
と
、

就
学
前
児
童
で
は
66
・
１
㌫
の
人

が
就
労
し
、
就
労
時
間
が
１
日
当

た
り「
８
〜
９
時
間
」の
人
は
全
回

答
者
の
32
・
０
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。
母
親
が
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
る
よ
う
就
労
形
態
に
合
わ
せ
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら

れ
ま
す
。　

　
　

　
「
子
育
て
の
相
談
を
気
軽
に
で

き
る
相
手
が
い
な
い
」
と
答
え
た

人
は
９
１
４
人
中
22
人（
２
・
４

㌫
）で
、核
家
族
化
が
進
む
現
在
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
「
子
育
て
を
す
る
上
で
周
囲
の

援
助
が
得
ら
れ
な
い
家
庭
」
は

９
１
４
人
中
60
人（
６
・
６
㌫
）。

「
各
種
支
援
事
業
を
利
用
し
た
い

Interview

が
経
済
的
な
理
由
で
利
用
で
き
な

い
」
と
回
答
し
た
人
は
14
人（
１
・

５
㌫
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

公
的
な
経
済
的
支
援
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

約
３
割
の
保
護
者
が
「
子
ど
も

と
の
時
間
を
十
分
に
と
れ
な
い
」

「
子
ど
も
を
叱
り
す
ぎ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
」
と
子
育
て
に
つ

い
て
日
常
的
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
と
向
き
合
え
る
十
分
な
時

間
を
取
る
た
め
に
は
、
勤
務
先
の

企
業
な
ど
が
就
業
時
間
や
就
労
形

態
な
ど
、
子
育
て
家
庭
へ
配
慮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
年
３
月
に「
登
米

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」を
策
定
。
計
画
期
間
は
平
成

27
〜
31
年
度
の
５
カ
年
で
す
。
計

画
の
基
本
理
念
は「
安
心
・
子
育

て
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
・
登
米
」。

今
後
は
、
計
画
に
沿
っ
て
、
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
ち
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
市
内
で
実

施
し
て
い
る
子
育
て
支
援
事
業

や
、
新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る「
認
定
こ

ど
も
園
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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　地域の子育て支援の拠点となる子育て支援セン
ターは、現在市内に 10 カ所開設。乳幼児やその保
護者が交流する場として利用することはもちろん、
子育ての相談や情報提供、助言などを援助していま
す。今後も子育て親子が安心できる居場所づくりを
進め、在宅での子育て支援や多様化する保育需要の
利用支援に対応するため、事業の充実を図ります。

市内に居住、または勤務しているお
おむね 2カ月から小学生のお子さんがいる人

会員登録が必要です。その後、
利用する際に事前連絡をしていただきます。

市内在住の心身ともに健康な 20 歳以
上で、自宅で安全にお子さんを預かることが
できる人。保育士などの資格を持つか、市が
主催する講習会を受講した人（講習会受講後
に会員の登録となります）

年 3回開催しています。今年度の
今後の開催は平成 27 年 10 月 29日（木）と平
成28 年 2 月 9 日（火）を予定しています。

登米ファミリー・サポート・
センター事務局（南方子育てサポートセン
ター内）　☎ 0220（58）5558
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　子育ての手助けを受けたい人（利用会員）と子育てのお手
伝いをしたい人（協力会員）がそれぞれ会員登録し、相互
の信頼関係のもとに子どもを預けたり預かったりする地域
ぐるみの子育て支援です。
　利用会員は、児童の送迎や保護者などの通院、冠婚葬祭、
リフレッシュしたいときなどに利用でき、協力会員は市が
実施する講習会を受講することで登録できます。
　市では、多様化する保育ニーズに応えるため、各種研修
会を開催しながら協力会員の確保に努め、利用会員が気軽
に利用できるよう、さらなる機能の充実を図ります。

　南方子育てサポートセンターでは「子育てまっ
ぷ　スマイル☆とめっこ」を発行しています。
　親子で遊べる市内の「おさんぽまっぷ」や子育
て支援情報のほか、予防接種や医療機関などのお
役立ち情報も掲載。子育てまっぷは総合支所や子
育て支援センター、児童館などで配布しています。

　子育て支援センターは、おもちゃなどで自由に
遊べる「自由来館」のほか、読み聞かせやクッキ
ング、季節の行事など、みんなで一緒に行うイベ
ントもたくさんあります。遊
びを通して親子の関わりを深
めたり、子育ての情報交換な
どでお友達を作ったりしま
せんか。
　イベントの内容などは、各支援センターによっ
て異なりますのでお問い合わせください。
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　放課後児童クラブは、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小
学生に、適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図
るものです。
　児童福祉法の一部改正に伴い、平成 27 年度から対象児童を６
年生までに拡大し、待機児童ゼロを目指して定員の拡大や活動場
所の確保に努めています。
　現在市内９カ所の小学校で実施している「放課後子ども教室」
との一体型の運営実施を平成 31 年度までに目指し、地域の実情
に応じて利用しやすい体制を整備します。

保護者の仕事、病気その
他の理由により、適切な保護指導を受けら
れない市内の小学校に在籍する児童

平日＝放課後～午後 6時 30 分
長期休業日・土曜日・振替休業日＝午前
7時 30 分～午後 6時 30 分

日曜日、祝祭日、年末年始
※原則として、インフルエンザや台風など
　による学校閉鎖や緊急事態が発生した場
　合には、学校と同じように閉所します。

無料（ただし、おやつ代や教材
費、保険料などは個人負担となります）

平成 27 年 11 月 20日（金）まで
に児童館または子育て支援センターに必要
書類を提出してください（詳しくは各児童
クラブにお問い合わせください）。
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子
育
て
の
主
役
は
「
親
子
」

で
す
。
少
し
前
ま
で
は
、
子
育

て
は
親
以
外
の
家
族
や
地
域
の

人
た
ち
が
当
た
り
前
に
支
援
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、

都
市
化
、
核
家
族
化
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に

よ
り
子
育
て
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
子
育
て
が
孤
独

な
環
境
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
子
育
て
へ
の
重
圧
や

不
安
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改

善
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体

で
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
や
性
格
は
十

人
十
色
で
み
ん
な
違
い
ま
す
。

子
育
て
も
十
人
十
色
。
色
々
な

か
た
ち
が
あ
り
、
必
ず
「
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
い
う
正
解
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
親
子
で
向

き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。
親
子
が
向
き
合
う
こ

と
で
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

親
の
笑
顔
は
子
ど
も
を
笑
顔

に
し
ま
す
。
子
ど
も
の
笑
顔
は

ま
ち
の
輝
き
に
な
り
ま
す
。
全

て
の
親
子
が
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
、

行
政
で
、
地
域
で

あ
な
た
の
子
育
て

を
応
援
し
ま
す
。

　保護者の働いている状況に関わらず、小学校就学前
の子どもに対して質の高い教育・保育を総合的、統一
的に一体提供するとともに、子育て支援の充実を図る
ため、幼保連携型の「認定こども園」の設置を推進し
ていきます。
　公立の幼稚園・保育所は登米市子ども子育て支援事
業計画に基づき、今後、認定こども園として整備を進
めていく予定です。施設の整備などにあたっては、利
用している園児の保護者や地域住民に対する説明会な
どの開催、民間経営主体との意見交換を十分に行い、
施設環境の充実と安定した運営ができる仕組みの構築
を図ります。

１．保護者の働いている状況に関わりなく、教育・保
　育を一緒に受けられます
２．保護者が仕事を辞めるなど、就労状況が変わった
　場合も、通い慣れた園を継続して利用できます
３．子育て支援の場が用意されているので、園に通っ
　ていない子どもの家庭も、子育て相談や交流の場な
　どに参加できます
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　「平成 27 年度登米市中学校新人総合体育大会」は９
月 26 から 28 日まで、「平成 27 年度登米市中学校駅伝
競走大会」は９月３日にそれぞれ開かれ、各種目で熱
戦が繰り広げられた。各種目で上位入賞した個人、団
体は、10 月に県内各地で開かれる県大会に出場する（一
部種目はブロック大会を経る）。結果は次の通り。

新
人
総
合
体
育
大
会

【
団
体
の
部
】

●
野
球

①
中
田
中
②
佐
沼
中
③
津
山
中
③

東
和
中

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
中
田
中
②
南
方
・
米
山

中
③
東
和
・
津
山
中

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
津
山
中
▼
女
子
①
佐
沼

中
②
新
田
中
③
東
和
中
③
米
山
中

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
登
米
中
②
米
山
中
③
佐

沼
中
③
石
越
中
▼
女
子
①
登
米
中

②
中
田
中
③
豊
里
中
③
石
越
中

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
南
方
中
②
中
田
中
③
佐

沼
中
③
東
和
中
▼
女
子
①
中
田
中

②
南
方
中
③
佐
沼
中
③
石
越
中

●
卓
球

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
中
田
中
③
豊

里
中
▼
女
子
①
中
田
中
②
南
方
中

③
佐
沼
中

●
サ
ッ
カ
ー

①
中
田
中
②
石
越
中
③
南
方
中

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
①
中
田
中
②
東
和
中
③
米

山
中
▼
女
子
①
南
方
中
②
中
田
中

③
東
和
中

●
柔
道

▼
男
子
①
米
山
中
②
豊
里
中
▼
女

子
①
米
山
中

●
剣
道

▼
男
子
①
新
田
中
②
石
越
中
③
南

方
中
▼
女
子
①
中
田
中
②
佐
沼
中

③
南
方
中

【
個
人
の
部
】

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
白
鳥
怜
、
星
柊
也
（
南

方
中
）
②
佐
々
木
崇
人
、
菅
原
健

斗
（
中
田
中
）
③
平
井
隼
人
、
永

浦
瑞
希
（
南
方
中
）
③
菅
原
真
大
、

赤
松
皇
汰
（
東
和
中
）

▼
女
子
①
齋
藤
花
奈
、古
内
晶
（
中

田
中
）
②
菅
原
未
夢
、
千
葉
優

花
（
南
方
中
）
③
菅
原
栞
乃
、
後

藤
玲
美
（
東
和
中
）③
三
上
莉
奈
、

鈴
木
花
音
（
東
和
中
）

●
卓
球

▼
男
子
①
角
田
大
樹（
佐
沼
中
）②

佐
藤
光（
中
田
中
）③
菅
原
颯
雅

（
豊
里
中
）③
野
家
寛
大（
中
田
中
）

▼
女
子
①
佐
藤
華
耶
（
南
方
中
）

②
佐
々
木
瑞
希（
中
田
中
）③
佐
々

木
鈴
音（
中
田
中
）③
鈴
木
萌
夏

（
南
方
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル

▼
男
子
①
岩
渕
真
翔（
東
和
中
）

②
阿
部
諭（
中
田
中
）
③
遠
藤
大

洋（
佐
沼
中
）
③
本
田
拓
斗（
米
山

中
）

▼
女
子
①
遠
藤
麗
奈（
南
方
）
②

千
葉
瑠
奈（
南
方
中
）
③
尾
形
結

女（
佐
沼
中
）
③
佐
々
木
遥（
中
田

中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

▼
男
子
①
大
橋
龍
成
、三
田
大
樹

（
中
田
中
）②
及
川
俊
、
佐
藤
大
陸

（
東
和
中
）
③
佐
藤
陸
、
菅
原
救
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人（
中
田
中
）
③
小
松
健
人
、
三

浦
優
也（
東
和
中
）

▼
女
子
①
小
泉
り
の
、
三
浦
咲
乃

（
南
方
中
）②
鎌
田
美
涼
、
芦
名
未

都（
南
方
中
）
③
早
村
葵
、
畠
山

梓（
東
和
中
）
③
尾
形
響
希
、真
山

優
香（
佐
沼
中
）

●
柔
道

▼
男
子
▼
50
㌔
級
①
阿
部
悠
生

（
豊
里
中
）
②
熊
谷
信
人（
佐
沼
中
）

③
中
澤
聖
哉（
米
山
中
）

▼
55
㌔
級
①
菅
原
大
知（
米
山
中
）

②
遠
藤
貴
大（
豊
里
中
）③
渡
邊
碧

（
中
田
中
）

▼
66
㌔
級
①
野
村
尊（
米
山
中
）②

但
野
智
哉（
佐
沼
中
）

▼
81
㌔
級
①
下
山
謙
信（
米
山
中
）

②
佐
藤
茅
人（
豊
里
中
）③
須
藤
翔

舞（
米
山
中
）

▼
81
㌔
超
級
①
川
村
悠
真（
米
山

中
）

▼
女
子
▼
48
㌔
級
①
阿
部
夏
海

（
中
田
中
）
②
髙
橋
春
香（
米
山
中
）

③
門
間
有
華（
南
方
中
）

▼
57
㌔
級
①
阿
部
彬
奈（
米
山
中
）

②
千
葉
悠（
米
山
中
）
③
鈴
木
千

裕（
南
方
中
）

▼
57
㌔
超
級
①
加
藤
ほ
の
か（
米

山
中
）

●
剣
道

▼
１
年
男
子
①
髙
橋
侑
平（
佐
沼

中
）
②
鈴
木
那
琉（
中
田
中
）
③

千
葉
大
世（
石
越
中
）
③
西
條
尊

信（
津
山
中
）

▼
２
年
男
子
①
星
雷
巳（
南
方
中
）

駅
伝
競
走
大
会

●
男
子
の
部

①
中
田
中
Ａ
②
米
山
中
Ａ
③
石
越

中
Ａ

●
女
子
の
部

①
中
田
中
Ａ
②
東
和
中
Ａ
③
豊
里

中
Ａ

●
男
子
区
間

（
１
区
）
①
千
葉
尚
輝（
新
田
中
Ａ
）

②
橘
龍
太（
中
田
中
Ａ
）
③
佐
藤

似
音（
米
山
中
Ａ
）

（
２
区
）
①
山
内
悠
椿（
中
田
中
Ａ
）

②
大
立
目
和
磨（
米
山
中
Ａ
）
③

岩
渕
勝
哉（
豊
里
中
Ａ
）

（
３
区
）
①
千
葉
征
也（
中
田
中
Ａ
）

②
山
田
侍
源（
米
山
中
Ａ
）
③
熊

谷
由
稀
也（
石
越
中
Ａ
）

（
４
区
）
①
佐
藤
天
哉（
米
山
中
Ａ
）

②
大
坂
紘
二
朗（
中
田
中
Ａ
）
③

佐
藤
翔（
米
山
中
Ｂ
）

（
５
区
）
①
斉
本
岳（
中
田
中
Ａ
）

②
岩
渕
太
洋（
米
山
中
Ａ
）
③
芳

賀
翔
大（
登
米
中
Ａ
）

（
６
区
）
①
石
川
翔
也（
豊
里
中
Ａ
）

②
白
石
心
太（
中
田
中
Ａ
）
③
小

松
健
人（
東
和
中
Ａ
）

●
女
子
区
間

（
１
区
）
①
鎌
田
菜
月（
中
田
中
Ａ
）

②
佐
藤
彩
有
花（
東
和
中
Ａ
）
③

千
葉
奈
々
美（
南
方
中
Ａ
）

（
２
区
）
①
赤
間
朱
里（
豊
里
中
Ａ
）

②
岩
淵
鈴（
中
田
中
Ａ
）
③
岩
渕

奏
子（
東
和
中
Ａ
）

（
３
区
）
①
佐
々
木
真
柚（
中
田
中

Ａ
）
②
千
葉
優
真（
東
和
中
Ａ
）

③
八
嶋
莉
恵（
登
米
中
Ａ
）
③
石

川
愛
那（
石
越
中
Ａ
）

（
４
区
）
①
髙
橋
さ
く
ら（
豊
里
中

Ａ
）
②
箕
浦
祐
芽（
東
和
中
Ａ
）

③
加
藤
有
佳（
米
山
中
Ａ
）

（
５
区
）
①
小
野
栞（
中
田
中
Ａ
）

②
唐
橋
あ
ん
じ（
東
和
中
Ａ
）
③

工
藤
凜
々
花（
佐
沼
中
Ａ
）

②
細
浦
息
吹（
南
方
中
）
③
三
浦

丈（
石
越
中
）
③
星
璃
玖（
新
田
中
）

▼
１
年
女
子
①
髙
橋
七
美（
佐
沼

中
）
②
及
川
未
夢（
佐
沼
中
）
③

高
橋
あ
い（
南
方
中
）
③
佐
藤
澪

（
南
方
中
）

▼
２
年
女
子
①
小
諸
晴
菜（
中
田

中
）
②
平
野
彩
那（
佐
沼
中
）
③

八
嶋
莉
恵（
登
米
中
）
③
佐
々
木

華
音（
中
田
中
）
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　消防団の技術と団員の士気を高めるため、平成 27
年度登米市消防団演習は９月 13 日、長沼フートピア
公園で開かれ、市内９支団から約 700 人の団員が参加
しました。演習は９支団の対抗で、小型ポンプ操法と
小隊訓練の２種目を実施。夜間や早朝に訓練を重ねて
きた団員たちは、指揮者の号令で一斉に動き出し、息
を合わせた正確な動作で放水操作や隊列行進をし、日
頃の鍛錬の成果を競いました。また、全国大会に出場
する女性消防隊が、軽可搬ポンプ操法を披露しました。
　審査の結果、小型ポンプ操法、小隊訓練共に東和支
団が第１位となり、総合優勝しました。

一糸乱れぬ動きは、日頃の訓練のたまもの。消防団の訓練は、
有事の際の規律確保や集団行動の基盤となります。

　９月９から 11 日までに関東および東北地方で発生
した「平成 27 年９月関東・東北豪雨」。豪雨の影響で、
迫川の水位は氾濫危険水位５㍍に迫る４㍍ 87 を観測
しましたが（佐沼観測所）、長沼ダムの稼動などによ
り人的被害は発生しませんでした。
　「100 年に一度の水害」に備えて建設された長沼ダ
ムは、完成から 1年４カ月で稼動。11 日午前 10 時頃
から長沼へ流入し、水位は１㍍以上上昇しました。
　県内では、栗原市は 50 箇所を超える河川で越流や
決壊があり、大崎市は渋井川の堤防が決壊、大和町は
吉田川が氾濫するなど、甚大な被害が発生しています。

11日午後３時頃には、越流堤を越えた水が轟音を響かせなが
ら長沼に流れました。

　第 26 回長沼レガッタは 9月 20 日、アイエス総合ボ
ートランドで開かれ、水上で熱戦を繰り広げました。
　種目は 5人制ナックルフォア（500㍍）と 1人制カ
ヌー（250㍍）で、合計78クルーが出場。 会場付近では、
心地よい秋晴れの下、選手や応援団がテントを並べバ
ーベキューを楽しむなど、スポーツと食欲の秋を楽し
みました。チームスワンズ９（代表大友信

のぶ

子
こ

さん）の
皆さんは「ママさんバレーのチームで参加しました。
チームの団結力を高めるため、バレー以外の競技に挑
戦しました。今回は決勝で負けましたが、来年は優勝
できるよう頑張ります」と話していました。

漕いで楽しみ、見て楽しみ、食べて楽しむ。レガッタには、さ
まざまな楽しみ方があります。
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　消防技術を競う「第22回全国女性消防操法大会」（10
月 15 日・横浜市）に、県代表として登米市女性消防
隊が出場することになり、10 月４日に市消防防災セ
ンターで壮行式が開かれました。
　同大会は地域での防災意識を高めようと、総務省消
防庁と日本消防協会が隔年で開き、全都道府県代表の
47 隊が出場。軽可搬ポンプにホースをつなぎ合わせ、
標的を落とすまでの速さや規律、士気などが審査され
ます。鈴木すず江

え

隊長は「前回大会で優勝した大和町
から引き継いだバトンを、次の県代表につなげます」
と大会に向けての抱負を述べました。

合併以前は、1988年に豊里町婦人消防隊が出場し優勝。隊員
たちは、鉄壁のチームワークでそれ以来の優勝を目指します。

　登米市交通安全宣言大会は 9月 18 日、登米祝祭劇
場で開かれ、交通安全関係者など約 500 人が集まり、
交通事故防止に向けて、決意を新たにしました。
　交通事故犠牲者に黙祷した後、交通安全活動功労者
の表彰や県警音楽隊のアトラクションなどがありまし
た。
　登米総合産業高校の松田拓

たく

也
や

さん（３年）は「学校
では、毎月 15 日に街頭指導を実施し、交通安全の声
掛けをしています。私は、通学でバイクを使用してい
ます。常に交通ルール厳守を心掛け、これからも安全
運転に努めていきます」と話していました。

佐沼署の笹原隆二署長は、後を絶たない飲酒運転や交通死亡事
故を挙げ「皆さんと力を合わせて防止したい」と話しました。

　第 11 回登米市産業フェスティバルは 10 月 4 日、迫
体育館と迫中江中央公園を会場に開かれ、家族連れな
ど多くの来場者でにぎわいました。産業フェスティバ
ルは、市内の食品加工や木材加工、電子部品、自動車
部品など、製造業を営む企業などが、多様なモノづく
り産業を紹介し、市民との触れ合いの場の提供を目的
に開催。合わせて南三陸町の福興市も催されました。
　古川みなみちゃん、蒼

そう

大
た

ちゃん（迫町萩洗）は「お
父さん、お母さんと一緒に来ました。人魚姫とサルを
書いたら、大きな画面で動いていてすごいと思いまし
た」と話していました。

迫リコー株式会社出展の「紙アクアリウム」。自分たちの書い
た絵が大画面で動き回り、子どもたちは大喜び。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が

切
れ
る
と
作
動
し
な
く
な
り
ま

す
。
定
期
的（
１
カ
月
に
１
度
が

目
安
）に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
し
て
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◉
　
「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
」
と
一

定
の
間
隔
で
鳴
る
場
合
は
、
電
池

　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
日
増
し

に
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
、
空
気

も
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
火
災

が
発
生
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

11
月
９
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日

間
は
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
で

す
。
市
で
は
火
災
に
よ
る
高
齢
者

な
ど
の
死
傷
者
を
な
く
す
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、

期
間
中
に
次
の
４
点
を
重
点
目
標

に
し
た
防
火
対
策
を
進
め
ま
す
。

❶
　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
防
火

診
断
な
ど
を
実
施
し
ま
す

❷
　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
の

注
意
喚
起
を
図
り
ま
す

❸
　

老
人
福
祉
施
設
の
避
難
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
安
全
対
策
を
図
り

ま
す

❹
　

開
催
の
都
度
、
指
導
を
徹
底
し

て
行
事
の
安
全
を
図
り
ま
す

◉

切
れ
や
機
器
の
異
常
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
警
報
音
が
鳴
っ
た
時

の
対
処
方
法
は
取
扱
説
明
書
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

▼
消
防
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

▼
東
出
張
所 

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
１
１
９

▼
西
出
張
所 

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
９     

▼
南
出
張
所　

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
１
１
９

▼
北
出
張
所 

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
１
１
９

▼
津
山
出
張
所

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
１
１
９

Masayuki Ueno
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▶

▶

▶
▶

▶

❶ ▶
▶

▶ ❷
❸

❹ ❺
❻ ❼ ❽

❾ 10 11

　

平
成
28
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
実

施
希
望
者
は
ご
相
談
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

。

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、
農
業
生
産
法
人
な
ど　

水
稲
、
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
、
野
菜
な
ど

※
既
存
の
機
械
、
施
設
の
更
新
は

対
象
外
と
な
り
ま
す農

協
園
芸
特
産

関
係
部
会
、
農
業
法
人
、
任
意
組

合（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ネ

ギ
、
コ
ネ
ギ
、
ソ
ラ
豆
、
タ
マ
ネ

ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、ナ
ス
、カ
ボ
チ
ャ
、

ニ
ラ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ニ
ン
ニ

ク
、
ス
プ
レ
ー
菊
、
小
菊
、
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
、
リ
ン

ゴ

規
約
ま
た
は
定

款
、
参
考
見
積
書（
１
社
）、
カ
タ

ロ
グ
類
、
作
付
計
画
図
、
様
式
２
・

３
号
計
画
書
、
財
産
管
理
台
帳

規
約
ま
た
は
定
款
、
参
考
見
積

書（
１
社
）、
カ
タ
ロ
グ
類
、
施
設

設
置
図
、
様
式
２
・
３
号
計
画
書

平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）　

産

業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課（
農

産
園
芸
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

みやぎの水田農業改革支援事業対象事業など

園芸特産重点強化整備事業対象事業など

　

市
駅
伝
競
走
大
会
を
中
田
総
合

体
育
館（
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ
）お
よ

び
周
辺
コ
ー
ス
を
会
場
に
開
催
し

ま
す
。

　

大
会
の
発
着
は
「
な
か
だ
ア

リ
ー
ナ
」
で
、
下
記
地
図
の
区
間

が
コ
ー
ス
と
な
り
、
当
日
は
コ
ー

ス
周
辺
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。コ
ー
ス
付
近
を
通
る
場
合
は
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
11
月
３
日

（
火
）午
前
９
時
10
分
〜
午
後
１
時

❶
年
代
混
合

の
部
＝
９
時
25
分
❷
中
高
生
の
部

＝
10
時
20
分
❸
一
般
男
子･

女
子

の
部
＝
11
時
15
分

地
図
の
と
お

り
　

▼　
　
　
　

駅
伝
コ
ー
ス　
　

　

▼　
　
　
　

車
両
の
迂う

回か
い

路

※
ア
〜
シ
で
は
交
通
指
導
隊
員
が

誘
導
し
ま
す
。

デクセリアルズ㈱ ㋑

㋐

㋚㋛

㋕
㋒

㋔㋓

㋖

㋗
㋘

㋙

※
午
前
９
時
10
分
か
ら
午
後
１
時

ま
で
は
コ
ー
ス
内
に
車
両
は
入
れ

ま
せ
ん
の
で
、
迂う

回か
い

路
を
通
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
指
定
駐
車
場（
な
か
だ
ア
リ
ー

ナ
、
中
田
中
学
校
、
中
田
球
場
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
登
米
中
田
町
宝

江
店
裏
の
駐
車
場
）以
外
に
は
車

両
を
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

規
制
時
間
中
は
原
則
と
し
て
駐
車

場
の
車
の
移
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

■駅伝コースおよび交通規制区域

●駐車場



16

■
　

市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）か
ら
送
ら

れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
確
実

に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
25
日（
水
）

午
前
11
時
頃

※
登
米
市
以
外
の
地
域
で
も
、
全

国
的
に
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

総
務
部
防
災
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
市
が

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の
公
売
を

実
施
し
ま
す
。平

成
27
年
11
月
17
日

（
火
）午
前
10
時
〜
10
時
30
分（
受

付
時
間
）

 

期
日
入
札

市
役
所
迫
庁
舎（
１

階
会
議
室
）

各
総
合
支
所
の
掲

示
板
に
公
示
し
て
い
ま
す
。

※
公
売
公
告
に
は
公
売
財
産（
物

件
）、
見
積
価
額
、
入
札
参
加
に

伴
う
公
売
保
証
金
、
買
受
人
に
つ

い
て
の
資
格
、
要
件
、
そ
の
他
の

公
売
条
件
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま

す
。

公
売
公
告
に
公
示

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
落
札
価
額
に
不
動
産
登
録
免
許

税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。公

売
日
当
日
、

受
け
付
け
で
入
札
参
加
申
込
票
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書

類
を
提
出
後
、
公
売
保
証
金（
見

積
価
額
の
１
割
以
上
）を
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❶
個
人
＝
本
人
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
身
分
証

（
運
転
免
許
証
の
写
し
な
ど
）
１

通
、
ま
た
は
住
民
票
抄
本
１
通
❷

法
人
＝
法
人
登
記
事
項
証
明
書
、

収
入
印
紙
２
０
０
円
❸
印
鑑（
代

理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
代
理
人

の
印
鑑
、
法
人
の
代
表
者
が
入
札

す
る
場
合
は
代
表
者
印
）❹
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

※
各
証
明
書
は
発
行
後
３
カ
月
以

内
の
も
の

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９
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市
で
は
東
北
電
力
女
川
原
子
力

発
電
所
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
県
お
よ
び
関
係
市
町
と

合
同
で
、
原
子
力
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
訓
練
対
象
は
原
子
力

災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ

き
地
域
（
豊
里
町
、津
山
町
）
で
、

広
報
訓
練
や
屋
内
退
避
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
に
携
帯
電
話

へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
３
回
配

信
（
午
前
９
時
20
分
頃
・
午
前
10

時
５
分
頃
・
午
前
11
時
15
分
頃
）

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
30
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

◉
広
報
訓
練
▼
防
災
行
政
無
線
や

広
報
車
に
よ
る
広
報（
対
象
＝
豊

里
町
、
津
山
町
）
▼
携
帯
電
話
へ

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信（
対

象
：
市
内
全
域
）

◉
屋
内
退
避
お
よ
び
避
難
訓
練
▼

市
の
指
示
に
よ
り
自
宅
な
ど
へ
の

屋
内
退
避（
対
象
：
豊
里
町
、
津

山
町
）
▼
避
難
車
両
の
避
難
退
域

時
検
査
（
場
所
：
吉
田
運
動
場
）

◉
医
療
活
動
訓
練
▼
避
難
住
民
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
簡
易
除

染
な
ど
（
場
所
：
中
津
山
公
民
館
）

総
務
部
防
災
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

こ
の
た
び
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
市
民
活
動
団
体
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
拠

点
施
設「
と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
」

が
移
転
し
ま
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
や
印
刷

機
・
コ
ピ
ー
機
の
利
用
、
市
民
活

動
の
相
談
窓
口
、
市
民
皆
さ
ん
へ

の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
館
、
ご
利
用

　

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
問
題
で
す
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
」や「
自

身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
」「
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
親

が
い
た
と
き
」
に
は
、
下
記
の
相

談
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
者
や
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
連
絡
は
匿
名
で
も
受
け

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
『
１
８
９
番
』
に
か
け
て
も
つ

な
が
り
ま
す
。

『「
も
し
か
し
て
」
あ
な
た
が
救
う

　

小
さ
な
手
』

福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１　

く
だ
さ
い
。登

米
市
迫
町
佐
沼
字

大
網
３
９
０
番
地
15
（
お
お
あ
み

コ
ン
テ
ナ
テ
ラ
ス
内
）

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
１
６
７

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

月
曜
日企

画
部
市
民
活

動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３
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迫
　第61回登米市はさま女性のつどいが迫公民館で開催さ
れ、迫地区の女性団体から約150人が参加しました。
　今回は、株式会社マルシンク代表取締役の薄井啓

あきら

さんを
講師に迎え「食事にもバランスがあるように、運動にもバ
ランスがある！！」をテーマに、ストレッチなどの実技を
交え講演をしました。
　参加者は「普段伸ばさない所を伸ばすなど楽しくできた。
簡単なので家でも実践したい」と話していました。

登米
　登米公衆衛生組合連合会（菊地隆

たか

雄
お

会長）では、登米町域
内を一斉清掃しました。市民自らが積極的に環境美化や公
衆衛生に対する関心を深めることを目的に、毎年４月と９
月の年２回実施しています。
　９月は、登米秋まつりが盛大に開催されることから、大
勢の観光客が訪れる前に、町内会ごとに、除草作業や道路
などに落ちている空き缶や空き瓶、紙くずなどを拾い街を
きれいにしました。

東和
　東和地区交通安全推進会議主催による秋の交通安全キャ
ンペーン「無事に行げっ茶作戦」を、東和総合支所前の国
道346号線で実施しました。
　キャンペーンは、お茶を飲んで休憩しながら無事に目的
地に到着してほしいと初めて実施。参加者は、お茶やチラ
シなどを配りながら「安全運転でお願いします」とドライ
バーに呼び掛けました。ドライバーからは「ありがとう」
と感謝の言葉が参加者に贈られました。

中田
　平成27年度都市農村交流ツアーが市内を中心に開催さ
れました。
　ツアーには、東京中田会、物産展を通して交流している
横浜市泉区中田連合自治会から22人が参加しました。
　滞在期間中は、Satoru Sato Art Museumや津山町の
横山不動尊、登米町の水沢県庁記念館などを見学。中田町
の農産物直売所愛菜館にも立ち寄り、新鮮な野菜と油麩な
どを買い求めていました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　豊里小・中学校では「全校縦割り遠足」を開催しました。
さわやかな秋晴れの下、１～９年生が縦割り班ごとに、目
的地の平筒沼と石巻市桃生総合運動公園を目指し、4.5㌔
の道のりを歩きました。
　遠足では、中学生が小学生を気遣い世話をしたり、疲れ
て歩くのが嫌だと駄々をこねる児童をなだめたりと、ほほ
笑ましい光景が随所に見られ、ほのぼのとした温かい遠足
でした。

石越
　平成27年度石越地区市民登山が栗駒山で開催され、約
30人が参加しました。当日の登山始めは天候がよく、紅
葉になりつつあった草木を楽しみながら進みましたが、頂
上に向かうにつれて風や霧が濃くなり、参加者は普段と
違った栗駒山を満喫していました。
　市民登山は「雄大な自然と困難な目標に立ち向かい参加
者相互の連携と仲間づくりを図る」を目的としており、そ
れを体現する良い登山となりました。

津山
　津山創作太鼓主催による「ふれあい太鼓」が横山不動尊
の境内で開催されました。
　今年で12回目となるふれあい太鼓は、市内外の５団体
が参加し、かがり火をたいた山門前で和太鼓の演奏を披露。
幻想的な雰囲気の中での迫力ある演奏に観客は、大きな拍
手を送っていました。最後には参加全団体が合同で演奏。
秋の夜に、勇壮な和太鼓の音色が会場いっぱいに響きわた
りました。

米山
　佐沼地区交通安全協会米岡支部が交通安全街頭パレード
を開催。米岡小学校ジュニアブラスバンドと同小交通安全
少年団の３～６年生61人が参加し、米山郵便局付近から
米山体育館までの約１㌔を行進しました。
　パレードは、飲酒運転の根絶や子どもと高齢者の交通事
故防止を願い毎年実施しています。今年は宮城県警察音楽
隊も参加し、パレードを通じて地域の皆さんに交通安全を
呼び掛けました。

南方
　佐沼地区交通安全協会南方支部の役員が佐沼署員の協力
を得ながら、交通安全街頭キャンペーン「飲酒運転根絶・
早めのライト点灯キャンペーン」を実施しました。
　当日は、会員33人と警察官３人が市役所南方庁舎前の
県道脇歩道に啓発用のぼりを持って整列。ドライバーに飲
酒運転根絶と早めのライト点灯を呼び掛けました。
　夕暮れの早まったこの時期の車両にともるライトが、秋
の日暮れの速さを物語っていました。
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Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

　「本とあそぼう 全国訪問おはなし隊」（講談社）
によるキャラバンカーが９月 20日、迫図書館を
訪問し、2～ 8 歳の子どもと保護者約 30 人が絵
本を楽しみました。子どもたちは、約 550 冊の
絵本を積んだキャラバンカーの中から、自分で
好きな絵本を選んだり、お母さんと一緒に読ん
だりしていました。

☎
☎
☎

～参加者の声～
　本が大好きな流輝くん。寝
る前や休日にはいつもお母
さんに本を読んでもらいま
す。流輝くんは「いっぱい本
を読みました。どれもおもし
ろかったけど『しろくまの
ぱんつ』が１番おもしろかっ
た」と話してくれました。
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Monthly Hot Communication

Health

くん
（迫町萩洗）

くん
（迫町中江）

くん
（迫町山ノ神）

ちゃん
（迫町板橋）

ちゃん
（迫町江合）

ちゃん
（迫町東表）

ちゃん
（迫町小友）

ちゃん
（中田町浅水新田）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

ちゃん
（迫町泥内）

ちゃん
（中田町石森長根）

ちゃん
（東和町錦織1区）

くん
（迫町天形）

くん
（迫町新町）

くん
（登米町上館）

くん
（登米町西針田）

くん
（東和町錦織1区）

ちゃん
（東和町米川7区）

ちゃん
（東和町錦織3区）

ちゃん
（中田町八幡山）

ちゃん
（中田町蓬田）

くん
（米山町平埣）

くん
（米山町清水）

くん
（米山町清水）

くん
（南方町大袋）

くん
（南方町峯）

ちゃん
（中田町石森長根）

くん
（中田町表）

ちゃん
（中田町南加賀野）

　

☎

くん
（南方町新高石）
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Monthly Hot Communication

　１７０㌢でＢ型です。
　みやぎ登米農業協同組合石越支

店で働いています。入組２年目で、窓口で
金融の仕事をしています。お客さまとのコ
ミュニケーションが楽しいです。お客さま
に笑顔で帰っていただくためには、仕事を
覚えるのはもちろん、地域の情報も必要な
ので、情報を逃さないように気を付けてい
ます。

　芯が強いです。これと決め
たら曲げません。

　温泉に入ることです。仙台市泉
区にある竜泉寺の湯によく行きます。塩サ
ウナとシルクバスがお気に入りです。どち
らも肌に良いので、風呂上りはつるつるで
す（笑）

車が好きなので、ドライブに出
掛けます。春は新緑、夏は海や川、秋は紅
葉などその季節の旬を観るのが好きです。

優しい人や笑顔がすてき
な人です。25歳までには結婚したいですね。

　本州から出たこ
とがないので、北海道や沖縄に行ってみ
たいです。函館の夜景を観たり、沖縄でス
キューバダイビングをしたり楽しみたいで
す。海中の景色もきれいでしょうね。

慣れ親しんだ地域
なので、住みやすいです。旅行などから
帰ってくるとホッとします。登米が大好き
ですね。
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Dream
Monthly Hot Communication

　私の夢は、学校に関係のある職業に就く
ことです。私は中学に入学してから、さま
ざまな先生や職員と出会い、皆さんが大好
きでした。
　私は、生徒会長と剣道部の部長をしてい
たとき、あまりの忙しさに心が折れそうに
なったときもありました。そんな私に、先
生や職員の皆さんは「忙しそうだけど大
丈夫？」「剣道頑張れ。期待してるぞ」と、
励ましの言葉を掛けてくれました。私は、
その温かい言葉に支えられ、楽しく有意義
な中学校生活を送れています。
　今はまだ、教師を目指すか学校事務の仕
事に就くか決めていませんが、将来の夢に
向かって、リーダーシップを強くもち、持
ち前の明るさに磨きを掛け、さらに勉強を
頑張っていきたいです。

　よく人のまねをす
るようになった星叶
ちゃん。髪の毛が伸
びてきて、最近男の
子に間違われます。
これからも、すくす
く大きく育ってね。

平成25年７月29日生まれ
中田町・上沼長根
圭さんの長女

ちゃん（2 歳）

　歌とダンスが大好
き♪
　最近は、メルちゃ
んのお世話に大忙し
な成実ママです（笑）
優しい子に育ってね。

Monthly Hot Communication

Child

平成27年１月23日生まれ
中田町・蓬田
晃さんの長女

ちゃん（０歳）
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Half Century
Monthly Hot Communication

温
か
く
見
守
る
こ
と
が
夫
婦
円
満
の
コ
ツ

仲
人
の
紹
介
で
結
婚
し

ま
し
た
。
家
業
で
あ
る
農
業
で
米

を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
手
作
業

だ
っ
た
の
で
、
苦
労
し
ま
し
た
。

田
尻
町（
現
大
崎
市
田

尻
）か
ら
嫁
い
で
来
ま
し
た
。
当

時
は
、
仙
北
鉄
道
が
あ
り
ま
し
た
。

お
盆
や
正
月
に
、
実
家
へ
帰
る
手

段
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
ね
。

ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
に

行
っ
た
と
き
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
会
場
と
な
っ
た
競
技
場
で

４
０
０
㍍
を
走
っ
た
こ
と
。
次
の

日
は
筋
肉
痛
で
大
変
で
し
た（
笑
）

お
義
父
さ
ん
に
買
っ
て

も
ら
っ
た
車
で
、
蔵
王
の
お
釜
ま

で
行
き
ま
し
た
。
運
転
に
慣
れ
て

い
な
く
て
、
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
の
坂

非
常
時
に
こ
そ
助
け
合
い

　

在
京
豊
里
会
の
会
長
と
し
て

「
広
報
と
め
」の
紙
面
を
借
り
て
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豊
里
会
は
、
１
９
７
５
年
に
上

野
公
園
で
開
催
し
た
花
見
か
ら
始

ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
年

度
で
42
回
目
の
総
会
を
迎
え
ま
す

が
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
豊
里
会
も

高
齢
化
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
田
舎

に
住
ん
で
い
る
後
輩
な
ど
の
つ
て

を
使
い
、
若
い
人
に
も
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
広
報
と
め
の「
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
」に
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
私
の

思
い
出
を
少
々
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
勉

強
そ
っ
ち
の
け
で
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
バ
ッ
タ（
メ
ン
コ
）や
ビ
ー
玉
、

Monthly Hot Communication

One's Home

ド
ジ
ョ
ウ
釣
り
、
山
菜
採
り
な
ど

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
自
然
が

遊
び
道
具
で
し
た
ね
。
今
も
雄
大

な
富
士
の
裾
野
で
、
山
菜
や
キ
ノ

コ
を
採
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

昔
と
は
環
境
が
違
う
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
子
ど
も

た
ち
は
、
仲
間
を
集
め
て
何
か
を

す
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
仲
間
と
い
ろ
い
ろ
な
遊
び

を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
中
か
ら

ル
ー
ル
が
生
ま
れ
、
助
け
合
い
の

気
持
ち
が
生
ま
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
、

慈
し
む
と
い
う
思
い
も
薄
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
制
施
行
10
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
６
月
６
日

の
記
念
式
典
に
は
、
私
も
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
登
米
市
の
歩
み
や
少
子

化
問
題
な
ど
重
要
課
題
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
市
政
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。
最
近
も
豪
雨
に
よ

る
大
水
害
が
発
生
。
気
を
付
け
よ

う
に
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と

が
次
か
ら
次
へ
と
起
き
て
い
ま
す
。

非
常
時
に
こ
そ
助
け
合
い
が
大
切

で
す
。

　

私
た
ち
は
登
米
市
や
各
町
人
会

と
連
携
を
密
に
し
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
市
発
展
の
た
め
、
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
怖
か
っ
た
で
す
ね
。

私
の
き
ょ
う
だ
い
夫
婦

と
旅
行
や
誕
生
会
を
し
て
い
ま
す
。

旅
行
は
近
場
が
多
い
で
す
が
、
月

１
回
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
大

勢
だ
と
楽
し
い
で
す
ね
。

孫
の
運
動
会
や
音
楽
祭

な
ど
に
行
く
こ
と
で
す
。
ひ
孫
と

の
散
歩
も
楽
し
い
で
す
ね
。

あ
ま
り
干
渉
し
な
い
こ

と
か
な
。
お
互
い
に
温
か
く
見

守
っ
て
い
ま
す（
笑
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
。
個
人
宅
で
、
花

の
ア
ー
ト
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
二
人
で
散
歩
を
し
な

が
ら
景
色
を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。
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今
月
は
、
道
の
駅
林
林
館「
森

の
茶
屋
」の
熊
谷
信ま

こ
と

駅
長
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

10
月
31
日（
土
）に「
東
和
秋
ま

つ
り
」を
東
和
総
合
支
所
西
側
特

設
会
場
で
開
催
し
ま
す
。祭
り
は
、

市
内
小
中
学
生
の
合
奏
や
東
和
文

化
協
会
の
舞
踊
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
大
抽
選
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
抽
選
会
に

は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
抽

選
券
が
必
要
で
す
。
抽
選
券
は
、

道
の
駅
林
林
館
「
森
の
茶
屋
」
や

当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊

車
輌
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
。
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
も

楽
し
め
ま
す
。

　

今
の
季
節
は
新
米
で
す
ね
。
当

駅
で
は
、
お
い
し
い
水
の
郷
東
和

で
栽
培
し
た
お
米
「
し
あ
わ
せ

米
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
品
種

は
ひ
と
め
ぼ
れ
で
す
。
町
内
の
６

農
家
で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
昨
年
飛
来
し
た
「
幸
せ
を

運
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
が
ブ
ラ
ン
ド

名
の
由
来
で
す
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
き

の
こ
せ
い
ろ
や

森
の
キ
リ
シ
タ

ン
メ
ン
が
人
気

メ
ニ
ュ
ー
。
東

和
の
森
の
恵
み

が
た
く
さ
ん
入
っ
た
料
理
で
す
。

道
の
駅
林
林
館

「
森
の
茶
屋
」

☎
０
２
２
０（
４
５
）１
２
１
８

●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
10
月
30
日（
金
）
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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▶

☎

▶

▶

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊐ ☎ ☎

㊋ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊊ ☎

㊋

☎

☎

㊌ ☎

㊋

☎

☎

▶

　

家
族
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
ん
で
い
ま
す

か
。
食
は
、
こ
こ
ろ
と
体
に
与
え
る
か
け

が
え
の
な
い
栄
養
素
で
す
。
食
を
通
し
て

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
27
年
11
月
20
日
（
金
）
午

後
１
時
15
分
〜
４
時
（
受
け
付
け
：
午
後

０
時
30
分
〜
）

南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

「
少
年
鑑
別
所
か
ら
み
た
家
族

と
食
〜
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
食
を
考
え
る

〜
」
講
師
：
石
黒
裕ゆ

う

子こ

氏
（
仙
台
少
年
鑑

別
所
長
）

 

「
食
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

〜
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き

る
〜
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
増
子
裕ゆ

う

子こ

氏

（
食
育
推
進
会
議
会
長
）
／
パ
ネ
ラ
ー
：

食
材
王
国
み
や
ぎ「
伝
え
人
」伊
豆
沼
農
産
：

伊
藤
秀ひ

で

雄お

氏
／
登
米
市
こ
こ
ろ
の
元
気
相

談
室
：
吉
田
香か

お

里り

氏
（
臨
床
心
理
士
）
／

登
米
市
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
：
大
友

江え

美み

氏
（
栄
養
士
）

 

無
料

お
お
む
ね
１
〜
６
歳
ま
で
。
先

着
10
人
程
度
（
無
料
）
事
前
に
申
し
込
み

必
要　
　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル

平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）

市
民
生
活
部

健
康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６　
　
　

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kenkosuisin@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　

糖
尿
病
は
早
期
に
発
見
し
、
食
事
の
見

直
し
や
意
識
的
に
身
体
を
動
か
す
な
ど
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
重
症
化

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345
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Good health is a great blessing

　高齢者で「最近物忘れが多くなった、時間や
場所が分からなくなる」などの気になる症状が
ありましたらご相談ください。精神科医が相談
に応じます。予約制ですので、事前に最寄りの
地域包括支援センターかケアマネジャーにご
連絡ください。

平成 27 年 11 月 27 日（金）
　午後１時 30 分～

市役所南方庁舎１階相談室

▶迫地域包括支援センター☎0220（22）1152
▶中田・石越地域包括支援センター
　☎0220（34）7611
▶石越分室　☎0228（34）4151
▶東和・登米地域包括支援センター
　☎0220（53）4811
▶登米分室　☎0220（52）5090
▶米山・南方地域包括支援センター
　☎0220（29）5821
▶南方分室　☎0220（58）4311
▶津山・豊里地域包括支援センター
　☎0225（68）3780
▶豊里分室　☎0225（76）4811
▶福祉事務所長寿介護課（介護給付係）
　☎0220（58）5551

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
定
期
的
に
受
診

す
る
こ
と
に
よ
り
、
合
併
症
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
１
に
予
防
、
２
に
健
診
、

し
っ
か
り
治
療
で
糖
尿
病
阻
止
」
を
合
言

葉
に
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

宮
城
県
保
険
医
協
会
は
、
歯
科
健
康
テ

レ
ホ
ン
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
歯
の
相
談
を
担
当
職
員
が
聞
き
取

り
、
歯
科
医
師
に
内
容
を
伝
達
。
後
日
、

歯
科
医
師
が
直
接
電
話
で
回
答
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
11
月
６
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　
　

相
談
受
付
か
ら
３
日
以
内
に
、

歯
科
医
師
が
直
接
電
話
連
絡
し
ま
す

宮
城
県
保
険
医
協
会

☎
０
２
２（
２
６
５
）１
６
６
７

　

節
目
の
年
代
を
対
象
に
「
歯
周
疾
患
検

診
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

個
別
通
知
書
を
郵
送
し
て
お
り
、
受
診
期

限
は
11
月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ

ず
に
受
診
し
、
歯
周
疾
患
を
予
防
す
る
こ

と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ

ン
ク
機
構
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　　

調
査
結
果
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
ご
家

族
へ
報
告
し
、
普
段
の
健
康
管
理
に
お
役

立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
左
記
の
連
絡
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査
へ
の
参

加
者
は
全
国
で
３
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
母
子
の
健
康
の
た
め
に
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
室

☎
０
２
２（
７
１
８
）５
１
６
２

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
気
軽
に

集
ま
る
場
「
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と
め
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
や
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
生
活
の
工
夫
な
ど
を
語
り
合
え
ま

す
。
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
悩
み
や

不
安
を
解
消
、
明
る
く
自
分
ら
し
く
前
向

き
に
暮
ら
せ
る
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

時
間
内
の
入
退
室
は
自
由
で
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

➊
▼
平
成
27
年
11
月

９
日（
月
）、12
月
14
日（
月
）、平
成
28
年
１

月
11
日（
月
）、２
月
８
日（
月
）、３
月
14
日

（
月
）▼
迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
➋
▼
平
成

28
年
１
月
25
日（
月
）、２
月
22
日（
月
）、３

月
28
日（
月
）▼
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携

セ
ン
タ
ー
２
階　

が
ん
相
談
支
援
室

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

無
料

市
民
病
院
地
域
医
療
連

携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１
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災害時安定供給施設

　

あ
な
た
も
和
太
鼓
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。米
山
丸
山
太
鼓
の
皆

さ
ん
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま

す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
11
日

（
水
）〜
12
月
16
日
（
水
）毎
週
水

曜
日
＝
午
後
７
時
〜
９
時

※
申
し
込
み
は
、随
時
受
け
付
け

ま
す

中
津
山
公
民
館
（
多
目
的

ホ
ー
ル
）市

内
在
住
者

１
５
０
０
円
（
バ
チ
代

な
ど
）

中
津
山
公
民
館

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
５
３
３

☎

　

だ
れ
も
が
活い

き
生い

き
と
暮
ら
せ

る
登
米
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
の
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施

策
の
推
進
状
況
等
を
公
表
し
ま

す
。
次
の
施
設
に「
平
成
26
年
度

男
女
共
同
参
画
の
施
策
に
関
す
る

推
進
状
況
報
告
書
」を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

各
総
合
支
所
市
民
課

企
画
部
市
民
活
動

支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

県
は
、
平
成
27
年
産
大
豆
の
安

全
性
を
確
認
す
る
た
め
、
国
・
市

町
村
や
生
産
者
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
放
射
性
物
質
の
含
有
量
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

旧
市
町
村
（
※
１
）
ご
と
の
検

査
の
結
果
、
安
全
性
が
確
認
で
き

る
ま
で
、
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
お

よ
び
贈
答
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
出
荷
自
粛
の
解
除
は
、
県

の
検
査
結
果
に
基
づ
き
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
県
・
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
速
や
か
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
１　

旧
市
町
村
（
昭
和
25
年
当

時
）
佐
沼
町
、
新
田
村
、
北
方
村
、

宝
江
村
、 

登
米
町
、
米
川
村
、
錦

織
村
、
米
谷
町
、
石
森
町
、
上
沼

村
、
浅
水
村
、
豊
里
町
、
米
山
村
、

吉
田
村
、
石
越
村
、
南
方
村
、
柳

津
町
、
横
山
村

県
登
米
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
７

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
働
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
加
入
手
続
き
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
、
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ま
た

は
公
共
職
業
安
定
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

瀬
峰
労
働
基
準

監
督
署

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
３
１

迫
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
、本
校
の
教

育
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、

学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
２
〜
６

日（
月
）〜（
金
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時
20
分
（
祝
日
は
除
く
）

登
米
総
合
産
業

高
校
（
担
当
：
熱
海
、
青
木
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

で
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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▶

▶

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
26
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所 

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

平
成
27
年
11
月
24

日（
火
）
❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷

午
前
11
時
〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜

❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
は
月
２
回
で
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
11
月
13
日

（
金
）、
11
月
27
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

13
日
＝
佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（
司
法

書
士
）、
27
日
＝
菅
野
高た

か

雄お

（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

個
人
所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続

税
、
法
人
税
、
消
費
税
な
ど
、
税

金
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。平

成
27
年
11
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
１
人
40

分

（
公
社
）
登
米
法
人
会
事

務
所
研
修
室無

料平
成
27
年
11
月
５

日
（
木
）

（
公
社
）
登
米
法

人
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
６
１
７

　

法
テ
ラ
ス
は
、
国
が
設
立
し
た

公
的
な
法
人
で
す
。
法
律
ト
ラ
ブ

ル（
相
続
・
金
銭
・
労
働
・
男
女
間

の
問
題
な
ど
）
の
解
決
に
役
立
つ

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
法

律
総
合
案
内
所
で
す
。

　

弁
護
士
に
よ
る
休
日
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、

平
日
も
無
料
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

平
成
27
年
11
月
15
日

（
日
）、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

イ
オ
ン
南
方
店
跡

地
仮
設
住
宅
駐
車
場
（
法
テ
ラ
ス

号
相
談
車
内
）

法
テ
ラ

ス
南
三
陸

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）０
２
１
０

☎ ☎ ☎ ☎
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仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県
人

権
擁
護
医
院
連
合
会
で
は
、11
月

16
か
ら
22
日
ま
で
を
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強

化
週
間
と
定
め
、時
間
を
延
長
し

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

法
と
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
を
納
め
た
場

合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な

る
の
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

同
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保

険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年

度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。
自
身
の
保
険
料

だ
け
で
は
な
く
、
家
族
が
負
担

す
る
分
も
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
分
も
合
わ
せ
て
控
除

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
中
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
す
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
、
領
収
証
書
な
ど
の
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月

１
日
か
ら
同
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
納
付
し
た
人
に
は
、
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
提
出

の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
か
領

収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

（
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
同

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
場
合
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民

年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
、
万
一
の
と
き

に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

市
民
生
活
部

国
保
年
金
課
（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

帳
簿
な
ど
の
記
帳
・
保
存
義
務

が
、平
成
26
年
１
月
か
ら
事
業
所

得
等
（
営
業
所
得
・
農
業
所
得
・

不
動
産
所
得
）が
あ
る
全
て
の
人

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。事
業
所
得

が
あ
る
場
合
、所
得
税
申
告
の
必

要
が
な
い
人
も
、帳
簿
な
ど
の
記

帳
と
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
を
新
た
に
始
め
る
、分
か

ら
な
い
人
の
た
め
に
、記
帳
・
帳

簿
な
ど
の
制
度
の
概
要
や
記
帳
方

法
な
ど
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明

会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。な
お
、青
色
申
告

者
へ
の
決
算
説
明
会
は
別
途
開
催

し
ま
す
。

佐
沼
税
務
署（
個
人
課
税
部
門
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

※
音
声
案
内
で
「
２
」を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

て
相
談
電
話
を
開
設
し
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、職
場
で
の

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。相
談
料
は
無
料
で
、

予
約
は
不
要
。秘
密
は
守
り
ま
す
。

①
平
成
27
年
11
月
16

日
（
月
）〜
11
月
20
日
（
金
）午
前

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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１㊐
～
27 ㊎

◉ SHUKU ART WORLD
　チョークアート教室作品展
【時間】午前10時～午後５時
　　　　（27 日は正午まで）
　【会場】２階レストラン
　【入場料】無料

登米祝祭劇場
☎ 0220（22）0111

８㊐

◉はさま吹奏楽団
　第30回定期演奏会
　まちの音楽会
【開演】午後１時30分
　【会場】大ホール
　【入場料】500円

はさま吹奏楽団
☎090（8610）4461

15 ㊐

◉第11回ときめき市民コンサート
【開演】午後2時
　【会場】大ホール
　【入場料】大人1000円
　　　　　高校生以下無料
　　　　　（要整理券）

登米祝祭劇場
☎ 0220（22）0111

20 ㊎
21 ㊏

◉劇団どんちょうの会
　第 55回演劇公演
　「ドリームエクスプレス AT」
【開演】20日午後７時30分
　　　　21日❶午後２時
　　　　　　❷午後７時
　【会場】小ホール
　【入場料】大人1500円
　　　　　高校生以下500円

劇団
どんちょうの会
☎ 0220（34）2338

26 ㊍
～
29 ㊐

◉第 17回登米市美術協会展
【時間】午前９時30分～午後５時
　　　　（29 日は午後３時まで）
　【会場】小ホール
　【入場料】無料

登米祝祭劇場
☎ 0220（22）0111

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

☎
☎ ☎

☎
☎ ☎
☎

☎
☎

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で
②
11

月
21
日
（
土
）、11
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

０
５
７
０（
０
７
０
）

８
１
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

　

認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
、

本
市
初
の
回
想
法
講
座
「
と
め
カ

フ
ェ
」（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）

が
開
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、数
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
語

ら
う
こ
と
で
、様
々
な
人
生
や
こ

こ
ろ
の
「
気
付
き
」を
得
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
の
「
気
付
き
」に
は
、

老
年
期
を
い
き
い
き
と
楽
し
く
過

ご
す
た
め
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
す
。

　

本
講
演
会
で
は
、回
想
法
講
座

の
各
グ
ル
ー
プ
で
得
ら
れ
た
「
気

付
き
」を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、心
理

学
研
究
者
の
視
点
か
ら
考
え
、共

有
し
ま
す
。講
演
会
は
、オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
の
一
般
公
開
で
３
回
実
施

し
、参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

講
座
を
受
講
し
て
い
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、受
講
し
て
い
な
い
人
も
、ご

家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
平
成
27
年
10
月
31
日

（
土
）午
後
４
時
30
分
〜
６
時
②
平

成
27
年
11
月
28
日（
土
）午
後
２
時

〜
４
時
③
平
成
27
年
12
月
20
日

（
日
）午
後
４
時
〜
６
時

①
③
迫
公
民
館
大
会
議
室

②
同
研
修
室

①
②
細
川
彩あ

や

氏（
国
立
長

寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
長
寿
保
健

科
学
研
究
室
長
）③
邑む

ら

本も
と

俊と
し

亮あ
き（
東

北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
災

害
情
報
認
知
研
究
分
野
教
授
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

死hosokaw
a@
ncgg.go.jp

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
11
月
14
日（
土
）

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
15
分

迫
支
援
学
校

演
技
発
表
や
作
業
製
品
の

販
売
な
ど

迫
支
援
学
校

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
４
８
４

☎ ☎ ☎ ☎
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と
め
青
年
会
議
所
で
は
、
青
少

年
育
成
事
業
の
一
環
と
し
、
市
内

各
中
学
校
生
徒
２
人
が
参
加
し
た

「
登
米
市
子
ど
も
議
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
日
頃
抱
い
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
や
、行
政
に
対
す
る
質
問
・

提
案
、
そ
し
て
将
来
の
登
米
市
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
が

議
員
役
と
な
り
、
市
長
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
部
局
と
議
論
を
交
わ

し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
傍
聴
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
11
月
８
日

（
日
）
午
後
１
時
〜
５
時

市
役
所
迫
庁
舎
（
３
階

議
会
議
事
堂
）

（
公
社
）と
め
青

年
会
議
所　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
担
当
：
佐
々
木
和か

ず

樹き

）

☎
０
９
０（
６
７
８
９
）６
３
７
８

◉
　
「
今
ど
き
の
結
婚
」
に
つ
い
て

気
軽
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
予

約
・
参
加
費
は
不
要
。
男
性
、
女

性
、
未
婚
者
、
既
婚
者
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
８
日（
日
）

第30回カッパハーフマラソン
交通規制のお知らせ

11月22日（日） 午前9時20分～正午

☎ ☎ ☎ ☎ ☎



33 2015.11

（平成27年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,538 10,289 10,925 21,214 （▲８）

登米 1,805 2,391 2,618 5,009   （２）

東和 2,429 3,343 3,471 6,814  （▲３）

中田 4,931 7,728 8,177 15,905 （▲16）

豊里 2,146 3,362 3,442 6,804 （４）

米山 2,855 4,714 4,936 9,650 （▲24）

石越 1,605 2,542 2,641  5,183 （▲４）

南方 2,636 4,302 4,559 8,861 （▲９）

津山 1,210 1,708 1,859 3,567 （▲５）

合計 27,155 42,379 42,628 83,007 （▲63）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○夕暮れ時の交通事故防止のため、10月１日から１月31
日までラララ運動を展開❶ライトオン早めの点灯❷ライ
トアップ目立つ装備・服装❸ライトケアフル右側注意
○これからの季節は、日暮れの時間が早まります。ラララ
運動を徹底し、薄暮時間の交通事故を防止しましょう。

（平成27年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 189件 240件 ▲51件

死者数 2人 1人 1人

負傷者数 256人 285人 ▲29人

物損事故
発生件数 1,179件 1,287件 ▲108件

※平成27年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.06 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み
（
迫

町
佐
沼
字
大
網
２
１
８
―
１
）

◉「
男
子
ト
ー
ク
術
講
座
」

「
女
子
お
し
ゃ
れ
（
ヘ
ア
メ
イ
ク
・

ネ
イ
ル
）
講
座
」

平
成
27
年
12
月
６
日（
日
）

午
後
４
時
〜
５
時
30
分
（
受
付
午

後
３
時
30
分
〜
）

【

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
（
迫
町
佐
沼
字
中
江
４
丁

目
12
―
12
）無

料

男
女
各
15
人
（
独
身
者

限
定
）

　

　
「
恋
す
るX

m
as

パ
ー
テ
ィ
ー
」

平
成
27
年
12
月
６
日（
日
）

午
後
６
時
〜
８
時
（
受
付
午
後
５

時
30
分
〜
）　ホテ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
（
迫
町
佐
沼
字
中
江
４
丁

目
12
―
12
）

男
性
５
千
円
、
女
性

３
千
円

20
〜
40
歳
代
の
独
身

男
女

男
女
各
15
人

男
性
は
ス
ー
ツ
、
女
性

は
ワ
ン
ピ
ー
ス
ま
た
は
同
等
の
装

い

セ
ミ
ナ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
と
も
に
平
成
27
年
11
月

25
日（
水
）午
後
６
時
ま
で

◉

　

結
婚
を
考
え
て
い
る
本
人
ま
た

は
そ
の
家
族
な
ど
、
結
婚
に
つ
い

て
の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
随
時

受
付
。
訪
問
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
結
婚
相
手
を
紹

介
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
るW

edding

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

美
術
館
の
建
設
、寄
付
者
で
あ

る
髙
倉
勝
子
先
生
が
去
る
７
月
３

日
に
ご
逝
去
し
ま
し
た
。追
悼
、そ

し
て
感
謝
の
意
を
込
め
て
、髙
倉

先
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
14
日（
土
）

〜
12
月
14
日（
月
）

市
髙
倉
勝
子
美
術
館

大
人
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０

円

平
成
27
年
11
月
15
日（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

平
成
27
年
11
月
８

日（
日
）

消
防
署
・
各

出
張
所
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
記

入
の
上
、
直
接
提
出
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◉
平成27 年10 月31 日（土）

　　　　　　～11 月１日（日）
米山総合支所、道の駅米山ほか
作品展示、ステージ発表など

米山祭実行委員会
☎0220（55）2111

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

☎ ☎ ☎ ☎
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夏
休
み
を
控
え
た
、
あ
る
日
の

放
課
後
。
水
の
里
中
学
校
で
は
、

１
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代
表
者
が
、

秋
の
文
化
祭
で
発
表
す
る
劇
の
内

容
を
話
し
合
っ
て
い
た
。

　

演
目
は
登
米
市
の
民
話
「
お
月

さ
ま
と
お
星
さ
ま
」。
積
極
的
に

意
見
を
述
べ
る
人
、
そ
れ
を
批
判

す
る
人
、
仕
方
な
く
参
加
し
て
い

る
人
。
議
論
の
中
、
サ
チ
は
見
る

と
は
な
し
に
、
校
庭
を
眺
め
て
い

た
。
内
向
的
で
自
分
に
自
信
が
持

て
な
い
サ
チ
は
、
絵
が
う
ま
い
と

い
う
だ
け
で
代
表
に
選
ば
れ
た
。

　
「
私
は
背
景
の
絵
を
描
く
だ
け
。

た
だ
そ
れ
だ
け
」

　

そ
れ
よ
り
も
サ
チ
は
、
身
の
回

り
で
最
近
起
き
て
い
る
奇
妙
な
こ

と
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
夏
な
の

に
桜
の
花
び
ら
が
風
に
乗
っ
て
飛

ん
で
き
た
り
、
雪
だ
る
ま
が
追
い

か
け
て
き
た
り
。

　

サ
チ
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た

の
だ
。
７
年
前
の
約
束
を
。
サ
チ

を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
、
登
米
の
大
地
を
守
る
精
霊
た

ち
が
必
死
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い

た
の
だ
。
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1感動のクライマックスシーン。
内向的で自分に自信が持てなかっ
たサチだが、仲間となった風の精
霊たちの後押しと自らが一歩を踏
み出して、その壁を越えた。サチ
や仲間たちの喜びを全身で表現
する団員たち2子どもたちを見守
る登米の大地をイメージした風の
精霊たち。彼らの存在は、観客
に「自分は一人ではない」という
メッセージが伝えられている。重
要な脇役であり、精霊たちの名演
が主役のサチを引き立たせた3舞
台前半、同級生たちに背景画の
チーフを押し付けられるサチ。自
分が我慢すればいい。しかしこの
ままではだめだという心の葛藤が
伝わるシーン4本番前の楽屋。役
者をメークするスタッフ。裏で支
える人がいなければ舞台は成立し
ない5サチとは正反対の、自由奔
放で天真爛漫な姉ユキエ。サチは
ユキエをうらやむ。しかし、ユキ
エはサチの持つ絵の才能などを高
く評価。ユキエもまたサチをうら
やんでいた6 7年前、偶然出会っ
た星姫の似顔絵を描いたサチ。別
れ際「似顔絵を描いてあげる」と
約束をしていたのだ。そして精霊
たちの協力もあり、約束を思い出
す。姉月姫への嫉妬が消えた星姫
の顔は、当時と変わらぬ優しい笑
顔だった7舞台終了後、観客を見
送るキャストたち。公演の成功を
握手で祝う観客

2
3 4

7
15
6



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　第 53回全国防具付空手道選手権大会（全日本空
手道連盟錬武会主催）は９月23日、東京武道館で開
催され、組手少年女子小学２年生の部で優勝しま
した。
　決勝の相手は、同じ宮城県から出場した選手。
今までに何度か対戦したことがあり、負けたこと
はありませんでした。相手に１本も与えず、得意
の中段回し蹴りで２本先取し勝利しました。「お
父さんの声援がはっきり聞こえた」と、父克

かつのり

典さ
んの応援も力になりました。克典さんは「冷静に
試合を運べるようになった。心も強くなった」と、
試合を振り返ります。
　空手を始めたのは、「ぜんそくで体が弱かった娘
に、少しでも体を鍛えさせたい」と考えていた克

典さんから勧められたのがきっかけでした。初め
て組手をしたときは、突きや蹴りの痛さに驚きま
したが、回を重ねることで慣れました。
　印象に残っている試合は昨年の県秋季大会。小
学１・２年生を対象とした団体戦に出場しました。
決勝戦で気仙沼市と対戦。１勝１敗１分で延長戦
に突入し、代表戦にもつれ込みました。朱莉さん
の相手は２年生。「年上でも負けない」と気合いを
入れ臨みましたが惜しくも敗北。悔しくて泣いて
しまいましたが次は絶対負けないと心に誓いまし
た。
　「負けると思ったら負ける。勝てると思ったら勝
てる」が座右の銘の朱莉さん。連覇を目指し、今
日も練習に励んでいます。

▼
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
を
取

材
。
昨
年
は
一
観
客
と
し
て
現

場
に
。
今
年
あ
ら
た
め
て
思
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
名
演
も
去

る
こ
と
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
登
米
市
の
風

土
を
織
り
込
ん
だ
脚
本
は
秀

逸
。
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
た
め

に
は
、
大
人
が
し
っ
か
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
。
さ
あ

頑
張
ら
な
い
と
。（
及
川
）

▼
空
気
も
冷
た
く
澄
ん
で
す
っ

か
り
秋
で
す
ね
。
秋
と
言
え

ば
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、
読
書
の
秋
な
ど
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
思

い
出
し
ま
す
か
？
私
は
や
っ
ぱ

り
秋
の
味
覚
を
楽
し
め
る
「
食

欲
の
秋
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
い

ろ
い
ろ
な
秋
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。（
佐
藤
）

▼
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
。

編
集
し
て
い
て
あ
ら
た
め
て
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
よ
り
良
い
広
報
紙
を
作
る
た

め
に
は
、
机
に
座
り
考
え
て
ば

か
り
い
る
よ
り
も
、「
現
場
に

行
く
」
と
い
っ
た
行
動
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
度
も

取
材
し
、
記
憶
に
残
る
広
報
紙

づ
く
り
に
励
み
ま
す
。（
田
代
）

Profi le
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